
学術部より技能団体のすすめ

生涯教育研修制度ガイドライン

広臨技主催の研修会・勉強会への参加等について

その成果・表彰

第39回広島県医学検査学会 Web開催
学会テーマ：Go to next stage～これからの臨床検査技師～

令和4年2月20日（日）

一般社団法人 広島県臨床検査技師会 学術部長 樫山誠也 〔 広島大学病院 〕

広島県臨床検査技師会



日臨技生涯教育研修制度



「精度管理責任者」育成講習会 タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会 第71回日本医学検査学会



http://www.jamt.or.jp/ 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会
（Japanese Association of Medical Technologists：JAMT）

東京オリンピック 開会式 ピクトグラム



http://www.jamt.or.jp/



◼ 医学・医療の発展によって，臨床検査は，量的にも質的にも著しく拡大し
ている．これに伴って，臨床検査技師・衛生検査技師の業務も多様化して
いる．

◼ この結果，検査技師の知識・技能の質的向上が社会的にも要求されている．

◼ このような環境の変化に，検査技師が自らの意思で正しく適応し，臨床検
査を担うものとして生涯学習に努め，資質の向上に努めることを組織的に
援助することを目的とする．

平成24年4月1日現在
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人文・社会科学
自然科学
基礎教養
臨床検査の基礎
医学の基礎
管理運営
公益活動
組織活動

51 
52 
53 
54

生体検査
検体検査
学会関係
認定技師関係

◼ 履修（りしゅう）期間

履修開始年度から 5 年間を 1 サイクルとする．5 年以内に履修点数の合計が 200 点以上に達した

場合は，その年度で修了とし，次年度から次のサイクルを開始する. 
◼ 修了までの履修点数の設定
次の2教科の履修点数を取得する．履修点数の合計200点以上を修得し修了とする．

基礎教科( 60点以上 ) + 専門教科( 140点以上 ) = 合計 200点以上



基礎教科( 60点以上 ) + 専門教科( 140点以上 ) = 合計 200点以上



広臨技が援助する教育



会員メニュー

LoginIDは会員番号

Passwordは変更可

技師会情報の受取



学 術 部 運 営 規 程 _ 事 業

第３条 学術部は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

（１） 検査研究部門の活動に関する事項

（２） 学術研究、疫学調査に関する事項

（３） 学術誌に関する事項

（４） 講習会､ 研修会等の開催に関する事項

（５） 内外学術他団体との交流に関する事項

（６） 学会の企画・運営に関する事項

（７） 精度管理事業、臨床検査データ標準化事業に関する事項

（８） 生涯教育事業に関する事項

（９） その他、学術部の目的達成のための事業に関する事項

広島県臨床検査技師会



賛助会員主催

学術部門, 部門

技師会事業

会員施設オープン企画

地区活動, 東部地区

技師会事業, 日臨技・支部

広島県臨床検査技師会



広島県臨床検査技師会

厳守です!!



学 術 部 運 営 規 程 _ 事 業

第３条 学術部は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

（１） 検査研究部門の活動に関する事項

（２） 学術研究、疫学調査に関する事項

（３） 学術誌に関する事項

（４） 講習会､ 研修会等の開催に関する事項

（５） 内外学術他団体との交流に関する事項

（６） 学会の企画・運営に関する事項

（７） 精度管理事業、臨床検査データ標準化事業に関する事項

（８） 生涯教育事業に関する事項

（９） その他、学術部の目的達成のための事業に関する事項





【重点部門】部門員倍増を目標
染色体・遺伝子検査部門 令和3年度 部門員3名
「病原体核酸検査」、「体細胞遺伝子検査」、「生殖細胞
系列遺伝子検査」及び「染色体検査」の４分類が統合
された部門です。いずれかの分類に携わる方、将来
を見据えて学びの場としたい積極的な方をお待ちし
ています。4分類に熟知している必要はありません。

総合管理部門 令和3年度 部門員4名
タスクシフト/シェアや法改正など話題は満載です。管
理職へ向かう中堅技師さんへ
施設を越えた横の繋がり、そして、自らのスキル向上
を求める方をお待ちしています。

【締切】令和4年3月31日木曜日 消印有効



支部組織 9 つの学術部門体制

・ 生物化学分析部門

・ 臨床一般部門

・ 臨床血液部門

・ 臨床微生物部門

・ 輸血細胞治療部門

・ 病理細胞部門

・ 遺伝子部門

・ 臨床生理部門 （神経生理分野、循環・呼吸生理分野、画像診断分野）

・ 臨床検査総合部門（採血、医療情報、チーム医療、公衆衛生等を含める）

平成 25 年 3 月 9 日



部門 各部門の範疇

生物化学分析部門
生物化学分析部門 生化学的検査、尿・髄液定量検査、免疫・血清学的検査、毒物・薬物
検査等に関する学術的事業

臨床一般部門
臨床一般部門 尿定性・半定検査、尿沈渣検査、髄液検査、体腔液検査、関節液検査、糞
便検査、寄生虫検査等に関する学術的事業

臨床血液部門
臨床血液部門 血球算定検査、血液機能検査、血液形態検査、凝固・線溶検査等に関す
る学術的事業

臨床微生物部門 臨床微生物部門 臨床微生物学的検査、感染制御等に関する学術的事業

輸血細胞治療部門 血細胞治療部門 輸血検査、幹細胞治療、輸血製剤管理等に関する学術的事業

病理細胞部門 病理細胞部門 病理組織検査、細胞診検査等に関する学術的事業

染色体・遺伝子部門
染色体・遺伝子部門 染色体検査、病原体遺伝子検査、ヒト体細胞遺伝子検査、ヒト遺伝
学的検査等に関する学術的事業

臨床生理部門
臨床生理部門 神経生理学的検査、循環・呼吸生理学的検査、画像診断学的検査等に関
する学術的事業

臨床検査総合部門
臨床検査総合部門 公衆衛生、生殖医療、臨床病態、医療情報、検査室組織管理、医療
機器管理等に関する学術的事業

学 術 部 運 営 規 程 検 査 研 究 部 門 細 則



学 会 運 営 規 程
（名 称）第２条 この学会の名称は、「広島県医学検査学会」とする。
（目 的）第４条 この学会は、会員の学術研究成果の発表、討論及び学術情報の交換の場として開催し、
もって検査技師の資質の向上と研修に資することを目的とする｡

日 時：令和4年2月20日（日） 12:30～17:30
配信会場：三原国際ホテル 広島県三原市城町1-2-1
開催方法：WEB開催

12:30～ 開会式
12:35～15:05 一般演題 13題
15:05～15:15 休憩
15:15～15:35 厚生労働大臣指定講習会

タスクシフト・シェア
実技講習会について

15:35～15:45 休憩
15:45～17:15 みんなで考える症例検討会（2題）
17:15～17:30 優秀演題表彰式・閉会式



学術誌編集委員会細則
（目 的） 第２条 委員会は、本会が行う学術活動、研究等より論文投稿の推進、

及び学術誌の編集、発 行に関わる事業活動を目的とする｡

（事 業） 第３条 委員会は、前条の目的を達成するために次の事業を行 う｡

（１） 学術誌「広島臨床検査」の査読、編集、発行に関する事業

（２） 学術論文の執筆、投稿の推進に関する事業

（３） その他目的達成に必要なこと

（委員会）第４条 委員会は、次の委員をもって構成する。

（１） 担当副会長 １名 （２） 委員長 １名 （３） 副委員長 １名

（４） 委員 １０名以内 （５） 学識経験者 必要に応じ、若干名

（運 営） 第６条 この事業の運営のため、委員長は次の小委員会を置くことができる｡

（１） 論文査読に関する査読小委員会および編集に関する校正小委員会

構成員である学識経験者は原則、査読委員を担当する。



（目 的） 第２条 会の運営に寄与し、会の発展に顕著なる功績のあった者
又は多年臨床検査技師業務 に従事若しくは関与し、業務の改善進歩に功労の
あった者を表彰し、会員の意識の高揚、資質の向上を図るため、必要な事項を
定めることを目的とする。
（表彰の区分）
第３条 この規程に基づく被表彰者は、次の各号とする｡

（１） 学術業績者
「医学検査」又は当会会誌に学術論文を掲載された 者であって、
特に優秀と認められた者をいう。

（２） 学術奨励者
当会学術部活動を通じて、特に顕著なる実績と活動が認められた者、
並びに、当会地区活動及び県学会各種研究会等に積極的に参加して
臨床検査技師の模範となりうる活動をした会員

（３） 功労者 （４） 永年職務精励者 （５） 特別表彰



厚生労働大臣指定講習会
タスクシフト・シェア実技講習会について

みんなで考える症例検討会（2題）

優秀演題表彰式・閉会式

ご清聴ありがとうございました。


